
私はここに注目します　２㌻～
ここが聞きたい！一般質問　４㌻～
３月定例会で決まったこと　７㌻
みんなのスマイル　８㌻

寿生会に勤める介護士１年生の、中里

実保さん（左）と鹿糠奈々子さん（右）。

「利用者さんが笑顔になるような環境づ

くりを」と頑張ります。

３ 月定例会

議会だより

岩
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会
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№
119

議会だより
リニューアル
しました !
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　 平成31年度予算

私はここに     注目します

会　計　名 31 年度 伸　率

一般会計 49 億 3220 17.6％

国民健康保険会計 事業勘定 6 億 7338 3.4％
直診勘定 1 億 2792 △ 1.1％

簡易水道会計 5 億 6127 74.8％
集落排水会計 6448 7.0％
下水道会計 2729 1.4％

介護保険会計
事業勘定 4 億 9326 △ 0.7％
サービス勘定 1039 △ 16.2％

後期高齢者医療会計 3580 △ 2.5％
合　　計 69 億 2599 16.8％

平成 31 年度各会計当初予算　　※万円未満四捨五入

平成 31 年度予算
総額 69 億 2599 万円を可決

　平成31年度予算などを審議する第１回定例村議会が、3月8日から18日までの会期
で開かれました。 村長から提案された平成 30 年度一般会計補正予算を含む 20 議案
を可決し、 追加で副村長および監査委員の同意案２件も同意しました。 また、 発議案
２件のうち１件は否決、 請願１件は不採択となりました。 一般質問は 5 名が登壇し、 村
の姿勢を質問しました。 平成 31 年度当初予算など関連議案は、予算特別委員会 （委
員長 ・ 鈴木隆昭議員、 副委員長 ・ 中村芳正議員） に付託して審議され、 本会議で可
決しました。 　　　　　　　　　　　　　　　

予
算
審
議
は

【単位：万円】

豊
か
な
未
来
を
作

る
財
政
規
律
元
年

　
　
　
工
藤
求 

議
長

思
惟
エ
リ
ア
一
体

整
備
事
業

　
　
佐
々
木
芳
利 

議
員

待
機
児
童

０
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
菊
地
大 

議
員

鈴
木
隆
昭 

予
算
特
別
委
員
会 

委
員
長

大
型
事
業
に
よ
る

村
財
政

     　

 

中
村
芳
正 

議
員

真
に
村
民
が
主
役

の
財
政
を

　
　
　
　
中
村
勝
明 

議
員

産
業
開
発
公
社
改
革

　
　
　
　
　

畠
山
拓
雄 

議
員

観
光
振
興

　
　
　
　
上
村
繁
幸 

議
員

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

構
想
の
進
め
方

　
　
上
山
明
美 

議
員

思
惟
エ
リ
ア
一
体
整

備
事
業
の
進
捗

　
　
　
大
森
一 

議
員
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　　　　ここが聞きたい！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般質問

質問者 質 問 項 目

上山　明美

◆グランドデザイン構想の検討事項の反映
◆子どもの虐待防止対策、問題が起きた時の対応、関係機関    
　との連携
　

（その他の質問）
　・三陸沿岸道路整備に伴う移転施設
　・一人暮らし高齢者の健康管理と安否確認の方法　ほか８件

大   森　一

◆産業開発公社改革での公民連携で経営する意図はあるか
◆「㈱陸中たのはた」の経営について、村民の意見聴衆の　
　必要性の真意

（その他の質問）
　・「地域に根ざした産業の振興」の中に、6 次産業化が取り上げられて
　　いない 理由
　・村史の編纂の進捗状況　ほか９件

佐々木　芳利

◆将来の財政見通しの策定
◆新庁舎と道の駅について、見込み事業額と財源

（その他の質問）
　・村政運営について、村の人員確保の状況
　・森林環境譲与税の新年度概算交付額と事業概要　ほか２件

中村　勝明

◆国民健康保険税について（①協会けんぽ世帯との比較状況、
　②滞納状況と対策）
◆学校給食センターは、産業開発公社委託での実施が筋では

（その他の質問）
　・産業振興対策について（①分社化後の事業内容、②出資金の考え）
　・文部科学省は就学援助制度の一部単価引き上げとの情報を得ている　
　　が、教育委員会の把握状況　ほか 10 件

畠山　拓雄 ◆拓洋台団地の自力再建住宅エリアの、テレビ電波受信状況
◆村道ハイペ線の復旧見通し

上山 明美議
員

グランドデザイン構想の検討事項の反映は

村長 --- 検討委員会からの提言を
　反映していく

大森 一議
員

村長 --- 民間主導と行政支援の姿が
　　　　望ましい

【
問
】
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
の

検
討
事
項
の
反
映
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
年
度
計
画
②
新
年
度
予
算

︻
村
長
︼
①
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

構
想
検
討
委
員
会
よ
り
︑
今
月
中

に
も
答
申
を
頂
く
予
定
︒

　
②
新
年
度
予
算
は
︑
道
の
駅
建

設
に
係
る
詳
細
設
計
の
予
算
計
上

を
し
た
が
︑
具
体
設
計
は
︑
検
討

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
反
映
し
て

い
く
︒

【
問
】
子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
と
、
問
題
が
起
き
た
時

の
対
応
、
関
係
機
関
と
の
連
携
は
。

︻
村
長
︼
村
は
︑
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
︑
関
係

機
関
︵
児
童
相
談
所
・
警
察
・
児

童
福
祉
施
設
・
学
校
・
そ
の
他
︶

と
連
携
し
行
っ
て
い
る
︒

　
こ
の
協
議
会
で
は
︑
最
悪
な
事

態
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
︑
早
期
発
見
・
早
期
対
応
︑
発

生
予
防
の
対
策
な
ど
︑
共
通
認
識

を
図
っ
て
い
る
︒

【
問
】
将
来
の
財
政
見
通
し
は
、

ど
の
よ
う
に
策
定
し
て
い
る
か
。

︻
村
長
︼
平
成
31
年
度
以
降
の
中

期
財
政
見
通
し
を
︑
30
年
度
末
ま

で
に
策
定
を
完
了
し
︑
議
員
の
皆

さ
ま
に
ご
説
明
し
た
い
︒

【
問
】
見
込
み
事
業
額
と
財
源
は
。

①
新
庁
舎
②
道
の
駅

︻
村
長
︼
①
候
補
地
３
カ
所
の
概

算
事
業
費
を
含
め
た
比
較
検
討
資

料
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る
︒
財
源

は
︑﹁
庁
舎
お
よ
び
公
共
施
設
整

備
基
金
﹂
お
よ
び
国
の
交
付
税
措

置
の
あ
る
﹁
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
債
︵
２
０
２
０
年
で

終
了
す
る
時
限
制
度
︶﹂
を
活
用
︒

　
②
国
と
の
一
体
型
整
備
事
業
と

し
て
頂
け
る
よ
う
︑
国
と
事
業
協

議
を
進
め
て
い
る
︒
今
後
設
計
を

進
め
︑
事
業
費
を
固
め
て
い
く
︒

　
財
源
は
復
興
庁
と
協
議
中
だ

が
︑
復
興
交
付
金
の
交
付
対
象
外

は
︑
過
疎
債
な
ど
有
利
な
財
源
の

充
当
を
検
討
し
て
い
く
︒

佐々木 芳利議
員

将来の財政見通しの策定は

　　村長 --- 中期財政見通しを
　　　　　　　　　　　　平成 30 年度末までに策定完了

【
問
】
産
業
開
発
公
社
会
改
革
に

あ
た
り
、
民
間
主
導

・
行
政
支
援

の
公
民
連
携
で
経
営
す
る
意
図
は

あ
る
か
。

︻
村
長
︼
民
間
会
社
設
立
に
係
る

資
本
金
と
出
資
者
の
あ
り
か
た

は
︑
公
社
改
革
推
進
検
討
委
員
会

で
検
討
中
で
あ
る
︒

　
仮
に
行
政
が
参
画
に
な
る
場
合

で
も
︑
行
政
か
ら
の
出
資
割
合
が

50
％
未
満
と
な
る
︑
民
間
主
導
と

行
政
支
援
の
公
民
連
携
の
姿
が
望

ま
し
い
と
︑
現
時
点
で
は
考
え
て

い
る
︒

【
問
】
「
㈱
陸
中
た
の
は
た
」
の
経

営
に
つ
い
て
、
存
続

・
撤
廃
を
含

め
た
村
民
の
意
見
聴
取
の
必
要
性

の
真
意
は
。

︻
村
長
︼
根
本
的
な
経
営
の
理
念

と
経
営
形
態
を
含
む
こ
と
︑
抜
け

落
ち
た
感
の
あ
る
と
こ
ろ
の
整
理

が
必
要
︒
　

　
多
様
な
検
討
を
す
べ
き
と
の
思

い
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
︒

産業開発公社改革にあたり、 公民連携で経営する意図はあるか

ここが聞きたい！　一般質問

※一般質問のうち、各議員２項目を抜粋し掲載しております。



67 2019・5・15　議会だより たのはた2019・5・15　議会だより たのはた

中村 勝明議
員

畠山 拓雄議
員

３月定例会で決まったこと

国保税の滞納対策は

　    村長 --- 督促状や催告書の発送、年金・給与差し押さえなど

拓洋台団地のテレビ電波受信状況は

村長 --- 共同受信施設を整備。再度自治会を通じ協議したい

議案等番号 議  案  名  等 審議結果

議案第 １ 号
23 災第 663 号平井賀漁港海岸施設防潮堤災害復旧（付帯施設）工事の請負契約
の締結に関し議決を求めることについて

可　決

議案第 2 号
平井賀漁港地区土地利用高度化再編整備羅賀地区その 2 工事の変更請負契約の締
結に関し議決を求めることについて

可　決

議案第 3 号
平井賀漁港地区土地利用高度化再編整備（送配水管及び集落排水管移設その 3）

工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めることについて
可　決

議案第 4 号 財産の無償譲渡に関し議決を求めることについて 可　決

議案第 5 号 平成 30 年度田野畑村一般会計補正予算（第 8 号） 可　決

議案第 6 号 平成 30 年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 可　決

議案第 7 号 平成 30 年度田野畑村簡易水道特別会計補正予算（第 2 号） 可　決

議案第 8 号 平成 30 年度田野畑村集落排水特別会計補正予算（第 1 号） 可　決

議案第 9 号 平成 30 年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 可　決

議案第 10 号 平成 30 年度田野畑村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可　決

議案第 11 号 財産の処分について議決を求めることについて 可　決

議案第 12 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可　決

議案第 13 号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可　決

議案第 14 号 平成 31 年度田野畑村一般会計予算 可　決

議案第 15 号 平成 31 年度田野畑村国民健康保険特別会計予算 可　決

議案第 16 号 平成 31 年度田野畑村簡易水道特別会計予算 可　決

議案第 17 号 平成 31 年度田野畑村集落排水特別会計予算 可　決

議案第 18 号 平成 31 年度田野畑村下水道特別会計予算 可　決

議案第 19 号 平成 31 年度田野畑村介護保険特別会計予算 可　決

議案第 20 号 平成 31 年度田野畑村後期高齢者医療特別会計予算 可　決

同意案第１号 田野畑村副村長の選任に関し同意を求めることについて 同　意

同意案第２号 田野畑村監査委員の選任に関し同意を求めることについて 同　意

発議案第１号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書について 否　決

発議案第２号 平成 31 年度各種会議、研修会等への議員派遣について 可　決

請願第 1 号 消費税 10％増税の中止を求める請願 不採択

●
消
費
税
10
％
増
税
の
中
止
を
求
め
る

請
願

︻
請
願
者
︼　
宮
古
民
主
商
工
会

︻
紹
介
議
員
︼　
中
村
勝
明

　
　
　
　
　
　
畠
山
拓
雄

　
　 

 

　
　
　
上
山
明
美

︻
審
議
結
果
︼　
不
採
択

　
　
　

　　
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
た
平
成

31
年
度
予
算
な
ど
に
つ
い
て
︑
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
︒

︻
賛
成
︼　
上
山
明
美
議
員

　
震
災
復
興
工
事
の
総
仕
上
げ
の
経
費

と
︑
復
興
後
の
先
を
見
据
え
た
投
資
的

な
予
算
編
成
と
判
断
し
た
︒
内
容
は
き

め
細
か
く
︑
事
業
効
果
や
効
率
性
︑
政

策
の
優
先
度
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
編

成
さ
れ
て
い
る
︒

︻
賛
成
︼
大
森
一
議
員

　
思
惟
エ
リ
ア
一
体
整
備
事
業
関
連

や
︑
農
林
水
産
業
に
10
億
３
千
万
円
余

が
投
入
さ
れ
︑
一
次
産
業
再
生
の
重
視

の
姿
勢
と
評
価
す
る
︒
優
先
性
・
必
要

性
・
緊
急
性
の
高
い
分
野
に
︑
重
点
的

に
財
源
を
配
分
し
︑
事
業
を
効
率
的
に

運
用
す
る
方
針
が
見
て
と
れ
る
︒

【
問
】
拓
洋
台
団
地
の
自
力
再
建
住
宅

エ
リ
ア
の
、
テ
レ
ビ
電
波
受
信
状
況
は
。

︻
村
長
︼
平
成
26
年
度
中
に
電
波
状
況

が
悪
い
と
い
う
情
報
が
あ
り
︑
27
年
２

月
に
電
波
調
査
を
行
い
︑
翌
27
年
度
に

共
同
受
信
施
設
を
整
備
し
た
︒

　
そ
の
際
︑
他
の
難
視
聴
地
域
と
同
様

に
︑
共
聴
組
合
に
よ
る
管
理
・
運
営
を

団
地
住
民
な
ど
と
協
議
し
た
が
︑
設
立

へ
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
︑
自
力
再
建
世

帯
で
は
戸
別
に
ご
対
応
頂
い
た
︒

　
今
後
︑
再
度
︑
自
治
会
を
通
じ
て
協

議
し
て
い
き
た
い
︒

【
問
】
村
道
ハ
イ
ペ
線
の
災
害
復
旧
計
画

で
、
変
更
後
の
復
旧
見
通
し
は
。

︻
村
長
︼
各
種
調
査
を
さ
ら
に
追
加
実

施
し
て
い
る
た
め
︑
調
査
期
間
を
７
月

頃
ま
で
延
長
す
る
見
込
み
︒

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︑
４
月
に

復
旧
計
画
の
策
定
︑
５
月
に
公
共
事
業

評
価
の
取
り
ま
と
め
︑
６
月
に
林
野
庁

と
の
協
議
開
始
︑
８
月
に
国
か
ら
の
事

業
採
択
︑
９
月
に
県
補
正
予
算
議
決
︑

11
月
に
工
事
着
手
の
予
定
で
あ
る
︒

【
問
】
国
保
税
に
つ
い
て
伺
う
。
①
協
会

け
ん
ぽ
世
帯
と
の
比
較
状
況
②
滞
納
状

況
と
対
策

︻
村
長
︼
①
世
帯
所
得
合
計
が
２
６
８

万
円
の
夫
婦
と
も
40
歳
以
上
で
就
労
者

１
人
︑
子
ど
も
２
人
の
４
人
世
帯
で
︑

国
保
税
額
は
37
万
６
４
０
０
円
︑
協
会

け
ん
ぽ
が
23
万
５
２
１
２
円
︒
夫
婦
と

も
40
歳
未
満
で
就
労
者
１
人
︑
子
ど
も

２
人
の
４
人
世
帯
で
︑
国
保
税
額
は

30
万
５
７
０
０
円
︑
協
会
け
ん
ぽ
が

19
万
９
９
２
０
円
と
試
算
さ
れ
る
︒

　
②
平
成
28
年
度
末
の
滞
納
額
は
２
３

８
万
円
︑
29
年
度
末
は
２
７
８
万
円
︒

滞
納
者
数
は
27
名
︒
対
策
は
︑
督
促
状

お
よ
び
催
告
書
の
発
送
︑
年
金
・
給
与

差
し
押
さ
え
な
ど
を
講
じ
て
い
る
︒

【
問
】
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
産
業

開
発
公
社
委
託
で
の
実
施
が
筋
で
は
。

︻
教
育
長
︼
平
成
31
年
度
は
︑
労
務
者

の
雇
用
体
系
を
統
一
す
る
た
め
︑
全
て

委
託
す
る
こ
と
と
し
︑公
募
を
行
っ
た
︒

１
社
︵
㈱
陸
中
た
の
は
た
︶
か
ら
申
し

込
み
が
あ
り
︑
同
社
を
契
約
の
優
先
交

渉
事
業
者
に
決
定
し
た
︒

主な議案内容

■議案第 1 号　23 災第 663 号平井賀漁港海岸施設防潮堤災害復旧（付帯施設）工事の請
負契約の締結に関し議決を求めることについて
　・契約金額　5346 万円
　・契約の相手方　熊谷建設㈱

■議案第 4 号　財産の無償譲渡に関し議決を求めることについて
　三陸鉄道㈱に無償貸付していた鉄道事業の用に供する財産の一部を無償譲渡するもの

■議案第 12 号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
　災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の一部改正に伴い、所要の改正をするもの

討　
　

論

請
願
の
結
果

ここが聞きたい！　一般質問
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議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
︑
聞
け
ば
過

去
に
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
︑
広
報
た
の
は
た

と
一
緒
に
な
っ
た
と
か
・
・
︒
そ
ん
な
中
︑

時
は
変
わ
り
議
会
広
報
ブ
ー
ム
に
︒
気
が

付
け
ば
本
村
だ
け
が
独
自
発
行
し
て
い
な

い
と
か
・
・
︒
委
員
長
と
し
て
︑﹁
任
期

中
に
何
と
か
せ
ね
ば
！
﹂
と
思
い
︑
ど
う

に
か
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
︒

　
各
地
区
の
懇
談
会
で
意
見
を
聞
い
て
︑

改
め
て
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
︒

　
多
く
の
村
民
に
ご
覧
い
た
だ
き
︑
そ
し

て
議
会
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
︑
議

会
改
革
に
つ
な
が
る
︑
そ
ん
な
広
報
を
目

指
し
た
い
と
考
え
ま
す
︒
改
善
点
は
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
︑
発
展
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︒

　︵
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
菊 

地 
 

大
︶

　
村
議
会
政
務
調
査
会︵
中
村
芳
正
会
長
︶

は
︑
４
月
25
日
か
ら
26
日
ま
で
︑
大
震
災

か
ら
の
復
興
状
況
お
よ
び
︑
役
場
庁
舎
の

建
設
に
関
す
る
調
査
の
た
め
︑
福
島
県
と

山
形
県
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
︒

　
福
島
県
で
は
津
波
か
ら
の
沿
岸
復
興
の

状
況
や
︑
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
富

岡
町
や
浪
江
町
な
ど
の
帰
還
困
難
区
域
︑

避
難
指
示
解
除
区
域
を
視
察
し
︑
本
村
と

は
大
き
く
異
な
る
被
害
の
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
︑
原
子
力
事
故
の
怖
さ
を
強
く

感
じ
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
山
形
県
河
北
町
で
は
︑
庁
舎
建

設
に
対
す
る
︑
住
民
や
議
会
の
参
加
方
法

や
︑
関
わ
り
方
な
ど
の
調
査
を
行
い
︑
村

の
庁
舎
建
設
の
際
の
参
考
に
な
る
も
の
で

し
た
︒

田野畑村議会政務調査会　視察研修

第三セクター視察
（岩泉ホールディングス　乳業事業部 ）

◆
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

自
然
が
多
く
、
安
ら
げ
る
と
こ
ろ
。

特
に
北
山
崎
が
好
き
で
す
。

　
◆
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

自
信
、
確
信
を
持
っ
て
、
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
や
元
気
の
も
と
は

　

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
と
に
か
く
、

よ
く
動
く
こ
と
で
す
。

◆
傍
聴
し
て
思
う
こ
と
は

　

も
う
少
し
味
の
あ
る
質
問
を
、
一

人
一
人
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

畠 山 静
しず

 雄
お

さん
 　　　 （千丈）

みんなのスマイル

■発行　田野畑村議会　■編集　議会広報編集委員会
〒 028-8407　岩手県下閉伊郡田野畑村田野畑 143-1
TEL 0194-34-2111　FAX 0194-34-2410

編
集
後
記　
　
　

職員より帰還困難区域の説明を受けるようす

山下社長より説明を受けるようす


